
第42回

日時：2022年10月1日(土)
10:00～11:00

場所：農研機構東北農業研究センター北辰興農閣
岩手県盛岡市下厨川字赤平４

どなたでも参加できます

事前申し込み制
定員２０名

（当日参加はできません）

会場ではマスクの着用を
お願いします

話し手 塚﨑 光
（農研機構東北農業研究センター畑作園芸研究領域）

農研機構東北研市民講座

農研機構東北農業研究センター広報チーム
TEL 019-643-3414（平⽇9:00〜17:00）
FAX 019-643-3588
e-mail www-tohoku@naro.affrc.go.jp

申し込み⽅法
（メール、電話または

ファックスにて）

9⽉22⽇(⽊)までに
①住所、②⽒名（ふりがな）、③電話番号をお知らせください。
こちらからの返信をもって予約完了となります。

主催｜

メール申込⽤
QRコード ⇒

ハクサイは鍋や漬物には欠かせない野菜の一つですが、意外に日本での歴史は浅く、わずか100年程度です。
ところで、ハクサイを作ろうと思ったのに、菜の花が咲いてしまったことはありませんか？ハクサイは、
一定期間寒さを経験すると花芽ができてしまい、とう立ち（抽だい）すると商品価値がなくなってしまい
ます。しかし、今から30年ほど前に、日本で古くから作られていたハクサイの仲間の中に、寒さを経験して
も花芽が非常にできにくいものが見つかりました。これを素材にして交配と選抜を繰り返し、今までには
ないハクサイができましたので、ご紹介します。

農研機構東北研市⺠講座とは？
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

！地域の皆様に農業研究の取り組みをご理解いただくために農研機構研究者が専⾨分野の話題を中⼼により分かりやすくご紹介
する講座です。農や⾷のちょっとした知識を⾝につけてみませんか。

！参加費は無料。
！詳しくはホームページをご覧ください⇒ https://www.naro.go.jp/laboratory/tarc/ →イベント・セミナー

いとさい１号ハクサイの花 交配の様子


